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受験生応援ねじプレゼントキャンペーン
今年度も始めました!

　日東精工では、ねじの大切さをより多くの方に
知っていただきたいという願いを込めて、本キャ
ンペーンを2014年から始めています。そして、
受験生本人からはもちろん、両親からお子さんへ、
遠く離れて暮らすお孫さんへ、先生から生徒さん
へ、資格取得を目指す友人へ、受験だけでなく仕
事でくじけそうになった自分自身への励ましのた
めなど、多数の想いにお応えしています。
　当社のファスナー（工業用ねじ）製品は、ホー
ムセンターなどで誰もが購入できるJIS規格のね
じではなく、自動車や家電、IT、医療分野など、
多岐にわたる企業からの要求に応じてカスタムメ
イドするものです。当社は企業間取引を主とする
メーカー、B to B企業なのですが、このキャンペ
ーンを通して一般の多くの方にも、当社の事業や
製品をご理解いただき、当社のファンになってい
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ゆるみ止めねじ「ギザタイト」を「ゆるみにくい・集中力持続」の
シンボル・応援グッズとして受験生にプレゼントするキャンペーンを、
本年度も11月24日から開始。「ねじ」をより身近に感じていただき、
幸せが訪れるよう願いを込めて、内容をさらにパワーアップしています。

ただくことができるようになりました。
　そして業界紙、地元紙はもちろん、全国紙、
NHKニュース、TV情報番組、Webニュースなど、
メディアで取り上げられる機会が年を重ねるごと
に増え、それに伴い応募数も増え、昨年度は1670
件、総数5115 個となりました。また個数限定、
先着順と謳っていましたが、当社の理念である絆
経営に基づく「日東精工にかかわるすべての人の
幸せを目指す」という想いから、じつはこれまで
応募者全員にプレゼントをしています。
　ねじはモノとモノをつなぐもの。ねじによって
モノがつくられ、モノを介して人と人はつながり
ます。当社のねじは、モノとモノだけでなく、心
と心も締結する、そんな役目を担っていければと
思います。今年度も「受験性応援ねじ」が、多く
の方々の励みや支えになればと願うものです。

自動車・家電・ITなど幅広い分野で使用される当社ゆるみ止めね
じ「ギザタイト」を受験生用に特別加工。ねじ頭部に「祈成就」
の刻印を入れ、専用台紙付きの赤い袋とともにプレゼントするも
のです。袋の赤は「挑戦、勝負、活力」を、ゆるみ止めという特
長は「集中力持続」を、ねじの五角頭は「合格・ご（う）かく」を、
金色加工は「美しい輝き、めでたい、成功、ナンバーワン」を、
そして素材がアルミであることは「軽い。重く考え過ぎず、リラ
ックスして実力を発揮」などをシンボライズしています。

キャンペーン品の仕様 応募方法

当社ホームページおよびハガキから応募が可
能です。応募受付開始を①11月24日（受付
終了） ②2018 年1月5日 ③2月1日 ④3月1日
の計4回に分けて、それぞれ先着100名にプ
レゼント。
また、学校・クラス単位などでまとめてご希
望の場合は、別途ご相談に応じます。
詳細は日東精工ホームページ
http:/www.nittoseiko.co.jpをご覧ください。
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本ニュースレターでは山崎善也綾部市長や古山正雄京都工芸繊維大学学長、
奥村傳ポプラ社会長などをお招きし、当社代表取締役社長材木正己との対談などを掲載してきました。
ここでは新製品や展示会出展、あるいは新規事業などを月毎の一覧にし、2017年を振り返ります。

1月

産機事業部でNXドライバの新シリーズ「SD600T」ならびに
ファスナー事業部「CFタイト」本格受注開始／（2016年12
月release）

欧州菓子の老舗チェーン「ユーハイム」河本武会長が『人
生の「ねじ」を巻く77の教え』を推薦。大垣書店チェーンで
販促再キャンペーン

「第7回クルマの軽量化技術展」（東京ビッグサイト）に出展

ファスナー事業部「KATAX－CⅠ 」を新発売

日東ASEAN会議開催/ベトナムから研修生を受け入れる

2月

世界のファスナー業界誌
「Fastener Technology International」で当社事業を紹介  

2月11日 創立79周年を迎える

京都府鍍金工業組合で当社代表取締役社長
材木正己が講演

3月

制御システム事業部「打錠用杵測定装置」を新発売

2016年12月期第111期決算説明会開催

ファインバブルセミナーで当社マイクロバブル洗浄装置
「バブ・リモ」をプレゼンテーション

「第3回受験生応援ねじプレゼントキャンペーン」終了。
NHKのニュースで紹介されるなどメディア露出が増え、
応募総数5000を超える。

ホームページのリニューアルに伴いFacebookページも開設

創業当時のヘッダーとローリング機をオーバーホール・復刻
し展示開始

4月

「第2回名古屋機械要素技術展」に出展

ねじっとくんLINEスタンプ インドネシア語版を発売
（日本語版は2016年12月発売）

マレーシアでの産学連携決定で、自動地盤調査機
「ジオカルテ」のグローバル化が加速

5月
「人とくるまのテクノロジー展2017」（パシフィコ横浜）に出展

あやべ市民新聞で全15段を使った当社事業内容を特集

6月

京都市内に産学連携、あるいは異業種やベンチャー企業との
コラボレーションの拠点となる「京都R&Dセンター」を開設

6月1日の「ねじの日」にちなんで「ねじチョコプレゼントキャ
ンペーン」を実施

福知山や大阪で個人投資家様向け説明会開催

タイの工科大学（KMUTT）と京都工芸繊維大学、綾部工
業団地振興センターとの間で締結された海外インターンシッ
プ協定全面支援

7月

JR広島駅すぐそばに広島営業所を開設。自動車分野を
中心に中国・九州（一部）エリアでの業容拡大に対応

J：COM チャンネルで当社社長材木正己のインタビュー
「トップの言霊（ことだま）」放映（全2回）

『人生の「ねじ」を巻く77の教え』の印税をもとに
綾部市図書館に児童書寄贈（書籍発行後3年連続で実施）

8月

「Nitto Technical Report 77号」を発行

2017年12月期第２四半期決算説明会開催

インドネシアNAI社、現地の日系ねじ製造会社から
事業取得を発表

9月

制御システム事業部から新型プロセスコントローラ
「BC100」を新発売

アジア6か国目となる韓国支店を開設

「Aqua Kansai2017」（グランフロント大阪）に出展

北関東営業所に「FSルーム」を開設

10月

制御システム事業部「マイクロバブル生成装置シリーズ」
販売開始

産機事業部「位置補正カメラ搭載ねじロボ」受注開始

「第20回関西機械要素技術展」（インテックス大阪）に出展

「LIVING＆DESIGN2017」（大阪南港ATCホール）に出展

「モノづくりフェア2017」（マリンメッセ福岡）に出展

「MTA HANOI 2017 ]（ベトナム  ハノイ）に出展

「The Assembly Show2017」（米国 イリノイ州）に出展

マレーシア「MPM社」を子会社化

11月

アメリカの2支店を現地法人化。連結子会社「Nitto Seiko 
America Corporation]事業開始

ファスナー事業部「タフアルム420」を販売開始

「IFFT／インテリアライフスタイルリビング」（東京ビッグサイ
ト）に出展

70年の歴史あるメディア専門紙「文化通信」で
当社の地域貢献活動を紹介

あやべ市民新聞で全15段を使って当社事業内容を特集

「第4回受験生応援ねじプレゼントキャンペーン」開始

「2017洗浄総合展」＆「2017国際ロボット展」（東京ビッグサ
イト）に出展。

安川電機と「ねじ締め自動化システム」共同開発

12月 当ニュースレター連載コラムをまとめた
『あやべ大好きBOOK』がポプラ社から発売

※それぞれの詳細は当社ホームページやニュースレターバックナンバーなどをご参照ください。

ニュースレターで振り返る2017年
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NITTO’s TOPICS

「2017洗浄総合展」に出展。
新製品をお披露目しました

大手ロボットメーカ安川電機と共同で
「ねじ締め自動化システム」を開発

北関東に「FSルーム」を開設。
お客様満足度120％をより強固に！

　11月29日から12月1日まで東京ビッグサイトで開
催された『2017洗浄総合展』に出展しました。当社
制御システム事業部のマイクロバブル洗浄装置「バ
ブ・リモ」は自動車分野などで既に採用され、有機
溶剤不用で環境にやさしいことなどが高く評価をさ
れていますが、この基幹技術であるマイクロバブル
生成機構単体をユニット化した「マイクロバブル生
成装置シリーズ」を展示し、アピールしました。
　また昨年同様、会期中に行われたセミナーで、当
社制御システム事業部製造部設計一課の倉内亮平が
セミナー講師
を務め、大型
モニターを使
いながら「バ
ブ・リモ」の
応用事例を紹
介しました。

　当社は国内初の自動ねじ
締め機を開発し、ねじ締め
ロボットを市場投入してい
ますが、今般、安川電機と
共同で、ねじ締めドライバ
と多関節ロボットを融合さ
せた「ねじ締め自動化シス
テム」を開発。『2017国際ロボット展』（11月29日～
12月2日 東京ビッグサイト）で、初披露しました。
　今回の共同開発で、ねじ締めドライバとロボット
の融合した動作が可能となり、ねじ締め工程が効率
化。また、構成機器削減によるエネルギーの低減や
作業現場での操作の簡素化によるセットアップ時間
の短縮など多くのメリットが生まれます。多関節ね
じ締めロボットとしてのラインナップが拡大し、汎
用性や自由度が高まることで、お客様満足度を向上
させるものです。

　日東精工では今秋から北関東営業所にFSルーム
を開設しています。
　当社製品のほとんどはお客様のご希望にお応えす
るカスタムメイドで、工業用ファスナー（ねじ）の選
定に重要なねじ込み試験の立会いについては、これ
までお客様には本社をおく京都府綾部市の八田工場
にまで足をお運びいただいていました。今般、関東
地区にFSルームを開設し試験機などを設置するこ
とで、関東エリア、あるいは関東以北のお客様の利便
性を向上させて、商談をよ
り迅速にスムーズにできる
体制を整えたものです。当
社では今後もお客様満足度
120％をより強固なものに
すべく邁進してまいります。

LED電球スピーカー
「MUELIGHT」をアピール

　11月20日から22日まで東京ビッグサイトで開催
された家具インテリア関連国際見本市『IFFT／イ
ンテリアライフスタイルリビング』に当社子会社の
和光㈱と共同出展し、LED電球スピーカー「MUE 
LIGHT（ミューライト）」などをアピールしました。
「MUELIGHT」はBluetooth機能を使いスマート
フォンなどの音楽データと同期させ、部屋の照明器具
をスピーカーとして音楽をより身近なものにするも
のです。
　豪華客船「飛鳥」
などでの採用が決定
しており、更に宿泊
施設やレストラン関
係などへと販路拡大
を目指しています。

既存の照明器具の電球を「MUELIGHT」
に変えるだけで高音質の音響装置に生まれ
変わる

FSはファスニングソリューション
（Fastening Solution）の略。

「2017国際ロボット展」安川電機
ブースにてねじ締め自動化システ
ムを初披露
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新 ・ 人 生 の ね じ を 巻 く 教 え ㊱

発行：日東精工株式会社経営企画室 ☎0773-42-3739  http://www.nittoseiko.co.jp/
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ね じ の あ る 街・ あ や べ の 魅 力
コラム

　写真は2017
年日本おもち
ゃ大賞を受賞
した、アンパ
ンマンくみた

てDIY「はしるぞっ！ねじねじアンパンマ
ンごう」。10個のねじを電動ドライバーで
各パーツを締結して、自分で組み立てて楽
しむ知育玩具です。電動ドライバーのモー
ター部分を取り外し、本体に取り付けると
駆動エンジンになって自走するという優れ
モノです。電動ドライバーといっても3歳
児から楽しめる安全設計です。当社のねじ
は使用されてはいませんが、「モノづくり
にねじが必要だ」ということをわかっても
らえるおもちゃが評判なのはうれしいです
ね。小さなお子さんがお近くにいらっしゃ
る方はクリスマスプレゼントにいかが？　
発売：㈱セガトイズ

アンパンマンとねじ！

このコラムは当社日東精工の
人財教育に約40年携わってい
ただいた経営コンサルタント
蒲田春樹氏が監修した言葉や
教えを経営企画室で再編集し
て紹介するものです。なお、
当社人財教育を一般向けにま
とめた『人生の「ねじ」を巻く
77の教え』（ポプラ社）も版を
重ね、国内だけでなく海外版
も発行されています

あ
や
べ
は
、歌
声
が
こ
だ
ま
す
る「
合
唱
の
ま
ち
」

　

日
東
精
工
の
本
社
が
あ
る
京
都
府

綾
部
市
に
は
い
ろ
い
ろ
な
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ひ

と
つ
が
「
合
唱
の
ま
ち
」
で
す
。

　

綾
部
市
合
唱
連
盟
主
催
で
毎
年
12

月
に
「
市
民
合
唱
祭
」
が
開
催
さ
れ

（
今
年
で
38
回
目
）、
幼

稚
園
児
か
ら
80
代
の
お

年
寄
り
ま
で
多
く
の
市

民
が
参
加
し
、
歌
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
綾
部

市
は
人
口
3
万
３
０
０

０
ほ
ど
で
す
が
、
合
唱

連
盟
登
録
団
体
だ
け
で

も
15
弱
あ
り
、
ま
た
連

盟
に
登
録
し
て
い
な
く
て
も
、
た
と

え
ば
消
防
団
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
る

な
ど
、
毎
年
20
～
25
団
体
が
参
加
。

　

ま
た
合
唱
祭
前
に
は
「
合
唱
団
あ

や
べ
」
も
結
成
さ
れ
、
ふ
だ
ん
合
唱

団
に
所
属
し
て
い
な
く
て
も
、
ひ
と

り
で
も
「
合
唱
祭
」
に

参
加
で
き
た
り
、
あ
る

い
は
他
の
合
唱
団
の
人

と
交
流
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
多
く
の

歌
声
が
ハ
ー
モ
ニ
ー
と

な
る
喜
び
を
、
皆
で
分

か
ち
合
え
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。


